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■喜多多多多多多多多多多多方方方方方方方方方方方方冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬のののののののの太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太極拳拳拳拳拳講習会会会会会会会
（２（２（２（（（２（２（（（（（（（（（ 月1115日16111 日、押押切押切押切川体体体体育館メイメメメメイメイイメメメメ ンアンアンアンアンアンアンアリーリーーーーーリーナナナナ）ナ）ナ

　猛烈ななななななななななななな寒波にもにもにもにもにもにもにもにもにもにもにもにもにもにもにもにももにもにもにににもにもにもにに 負負負負負負け負け負け負負け負け負負けけ負負負けけけず、ず、ず、ずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずず 全全全全全国全全全 かかかかかからからかかかからかららららかかから愛好家約約約34444400
人が人人が人が人人人人人が人が人が人人人人人が人人人がが参加参加参加参参加参参参参加参 しましましまししましししししししししましましししししししし したしたしたしししたししたしたしたしたしたしたしたしたしたたたしたしたしたしししたしし 。
日本本本武本本本武本武本本武本武本本本 術太術太術太太太太太太太太術太術太太太太太太極拳極拳極拳極拳極拳極拳極拳拳連盟理事事事事事事事事事事事事事事事事・・・・・事・事・事・・事・事事・事・事・事・・事事事事務局長の長の長の長の長の長ののののの長の長のの石原石石石石石石石石石石石 泰彦彦

先先先先生先生先生先生先生生先生先生生生先生先先先先 ををををををを講をををを 師に師にに師ににににににににににににににに、「、「、、「、「、「、「「「、、「、「「24444444444式式式太式太式太式太太太太太太式式太式式太式太式式太太式式式太式太太極拳極拳極拳極拳極拳極拳極拳極拳極拳極拳拳拳レベレレベレベレベレベベレベレベレベレベレベレベレベレベレベレベレレベレベレレベレ ルアルアルアルアルアルアルアルルアルアルアルアルアアアルアアルアアアルアルアアル ップッップップップップップップッププップップップップップップップッッププププップププププププププ」、」、」」、」、」、」」、」」、」」」」」「太「太「太太「太太「太太太太太「太「太「太太「太「太「太「太「「太「太「太「太太「太「「「
極極養極極 生生生功生功生功生功生功生功生功生功生功生生生功生功功・入・入・入・入・入・入入・入・入入・入・入・入・入・入門太門太門太門太門太太門太門太太門太門太門太太門太門太門太太太太門門門 極拳極拳極拳拳極拳極拳」が」が」が」が」がが」が」が」がが」が」が」が」が」ががが」が」 、元、元、、、、、元、元、元、、元、、元、元、元元世界世界世界世界世界世世界世界界界界界王者者者者で特で特で特で特でででで特ででででででででで 別招
請ココココココココココココーーチーチーチーチーチーチーチーチーチーチーチーーチーチチの孔の孔の孔のの孔の孔の孔の孔の孔孔孔孔のの孔の孔の孔孔孔祥祥祥東祥祥祥 先生生先生先生生生生生生生先先生先生生生生生生生生生をををを講ををををををををを 師に師に師にににににににににににににににに「2「2「2「2「「「「「「「「「「「「「「 4式4式4444式4式4式4式4式式4式4式式44444式太太太太太太極太太太太太極太太太太太太太 拳」拳」拳」拳」」」」」」拳」」拳」拳」拳」拳」拳」拳」拳」拳 、
「3「3「3「3「3「「「「「「「 2式2式式式式式式2式2式2式式太太太太極太極太太太極太太太太極太太太太 剣」剣剣」剣」剣」」」」」」剣」」」」のののののの懇のののの 切丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁寧な寧な寧な寧な寧な寧な寧なな寧な寧なな寧な寧な寧なな寧なな寧寧寧 指導指導指導指導指導指導指導指指導導導導が行ががが行が行がが行が行が行がが行が行が行が行が行が行行が行がが なわなわなわなわなわなわなわわわなわなわなわなわなななわわわななな れ、れ、れ、れ、れ、れ、れ、れれれれれ、れ、れ、れれれ 太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太
極拳極拳極拳極拳拳拳拳拳拳ののまのまのまのまのまのまののまのまのまのまちにちちにちにちにちにちにちちにちにちにちちににににににちににふさふさふさふさふさふさふさふさふささふさふふふさふさわしわしわしわしわしわしわしわしわしわしわししししわしわししい講いいいいいいいいいいいいい 習会会会会会会会会会会会会会会会会会となとなとなとなとなとなとなとなとなとなとなとなとなとなとなとなななとなとななとなりまりりまりまりまりりまりまりまりまりりまりまりりりりりり したしたしたしたしたしたたたしたたたたたしたたしたしたたし 。

■ととととききききききめめめきき商工工工工工フフフフフェェアアアアアアアin喜多多多多多多多多多多多多方方方方
（（２（（（（ 月月1月1月月 5日16日、喜多多多多方プ方プ方プ方プ方ププラザラザラザラザラザラザ）））））

市内内内内内内商業、工、工工業合業合合合合合合わわせわせわせわせわせわせせせせせせせせせせせせせせせせせせせて3て3ててて 5ブブブブブブースースースースースースでのでのでのでででの展示展示示、
販売があがあがががが りましたしたた。。。日ごろごろごろごろごろご よくよくよくよくよくく耳に耳に耳に耳に耳に耳ににするするするするするす 市内内内内内内内有名有名有名有名名名名名名名名名名名名名有有有有有有
企企企企業企業企 でもでもでもでもでもでも、どんなな製品品を作を作を作を作を作ってってってってってっているいるいいいいるのかのかのかのかかかかかかままでまででででででででででででででででででででは分は分は分はははははは分はは分分分分分分分分分はは分分分ははは分は分は分
からからからからからからないないないないないな もものもももも ですですですですですです。各。各。各。各。各。各ブーブーブーブーブーブースでスでスでスでスでスで製品製品品品や技や技や技や技や技やや 術の術の術ののの術ののくくくくくくくくわくわくわくわくわくわくくくくくくくくくわくく
しいしいしいしいしいしい紹介介介介介介があがあがあがあがが り、り、り、、、り、身身身身身身近に触に触に触に触に触に触れれたれたれたれたれたり体り体り体り体り体体体験し験し験しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししたたたたりたりたりたりたりたりたたたたたたた するするするするすす
ことことことことここ ががでがでがでがでができまきままましたしたしたしたしたした。。お。お。お。お。お菓子子子子子子やラやラやラやラやラーメーメーメーメーメーメーメーメメメメーメメメーメーメーメーメメメメメメメメメメメン、ン、ン、ン、ン、ンン、工芸工芸工工工工 品な品なななな
どおどおどおどど みやみやみやみやややげ定番商品ににににも人も人も人も人も人も人気が気ががががががががが集ま集ま集まままりまりまりりりまり したしたしたしたしたした。平成平成平成平成平成平成平平平平平平平 26626年熱年熱年熱年年年年年年年 塩加塩加納町納町町民新春の春のの集い集いいい

（（２（２（２（２（２（（（ 月２月２月２月２日、熱塩加納納会会館会館）））

喜多喜多多喜多方・方・方・方・方・・・・・夢・夢・夢・夢・夢・夢・・夢・・アーアーアーアーアーアーアーーアアーアアアアア トプトプトプトプトプトプトプトプトプトプトプロジロジロジロジジジェクェクェクェクェクェククェクェクェクト2トト2トトトトトトト2トト 010113シ3シシシシシシシ
ンポンポンポンポンポンポンンポンン ジウジウジウジウジウジウジウジウジジジジ ム（ム（ム（ム（ム（ム（ムムムムムム（ムム 2月1日11 、、、、、、、、喜、喜、喜、喜、喜、 多方多方多方多方プラプラプラププラププラプラプララププププラププ ザザザ)ザザ)ザ)ザ)ザザザザザザザ

レバレバレバレバレバレバレバレバレバレバレバレレババレバレババ ンタンタンタンタンタンタンタンタンンンタンタンタンタタインインインインイイインイインインインインインインインインイインンインンイイイ 手作手作手作手作手作手作手作手作手手作手作手作りチりチりチりチりチりチりチチチチチチチチチチョコョコョコョコョコョコョコョコレーレーレレレレレレレーレレレーレレレレーレレレーレーレレーレーレーレレレレレレレレレ ト講ト講トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト 座
（（（2（2（ 月7月7777日、、、日、勤勤労勤労勤 青少少少少少少少少少少少少年年ホ年ホ年ホ年ホ年ホ年ホ年ホ年ホ年年 ームームームームームームームームームームームームームームームームーームーム）））））））

ひなひなひなひなひなひなひなひ ののの蔵の蔵めぐめぐめぐめぐめぐめぐめぐめぐぐぐめぐぐり・り・り・り・り・り・・・り・・ひなひなひなひなひなひなひなひなひなひなひなミュミュミュミュミュミュミュミュミューーージーージージージージージージージーージージージージージアムアムアムアムアムアムアムアムアムアムアムアムアムアムムムムムムア （（（2（2（2（2
月1月1月 5日、ふ、、ふ、ふ、ふ、ふふふ、、、、、 れれあれあれあれあい通いいいいい り旧りりり 会津会津会会会会 商工商工商工工工工信用信用組
合合合合合喜合喜合合 多方多方支店支店、3、3、3、、、、3、 月3日ままままで公で公ででででででででで 開））））））

ををををををを各各地で行われわわ た催たた しなしなししししししし どを

おおお届けしけしししししししししますすすすすす・・・
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◆
不
眠
は
こ
こ
ろ
の
健
康
に
も
影
響

不
眠
の
よ
う
な
睡
眠
障
害
は
、
仕
事
や

日
常
生
活
、
身
体
へ
の
影
響（
太
り
や
す

い
、
生
活
習
慣
病
に
な
り
や
す
い
、
脳
・

心
疾
患
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
）の
ほ
か

に
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
も
影
響
し
て
き
ま

す
。
気
に
な
る
不
眠
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん

か
。

◆
も
し
か
し
て
、
う
つ
病
？

不
眠
が
続
く
と
「
う
つ
病
」
の
リ
ス
ク

が
高
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
う
つ
病

の
９
割
以
上
の
人
は
不
眠
を
伴
い
ま
す
。

ま
た
、
不
眠
が
強
い
う
つ
病
の
場
合
は
、

自
殺
の
危
険
性
も
高
ま
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
不
眠
の
よ
う
な
睡
眠
障
害
と
う
つ

病
は
、
深
い
関
係
が
あ
る
の
で
す
。

◆
気
に
な
る
人
は
い
ま
せ
ん
か

左
に
あ
げ
た
も
の
が
、
不
眠
の
主
な
症

状
で
す
。
こ
の
症
状
に
早
期
に
気
づ
け
ば

良
い
の
で
す
が
、
本
人
が
気
づ
き
に
く
い

の
が
特
徴
で
す
。
周
り
に
い
る
家
族
や
友

人
、
職
場
の
人
で
、「
い
つ
も
と
な
に
か

違
う
な
…
」
と
思
う
人
が
い
れ
ば
勇
気
を

出
し
て
声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
の
勇
気
を
出
し
た
一
言
で
救
わ

れ
る
人
も
い
ま
す
。

◆
ご
相
談
く
だ
さ
い

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

市
で
は
、
奇
数
月
に
１
回
、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
最
近「
眠
れ
て
い
な
い
な
…
」

「
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
な
…
」「
何
も
す
る

気
が
お
き
な
い
な
…
」「
仕
事
が
不
安
だ

な
…
」
な
ど
で
お
悩
み
の
方
、
ま
た
は
家

族
の
方
、
こ
の
機
会
に
相
談
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
精
神
科
医
師
や
臨
床
心
理
士
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広
報
き
た

か
た
の
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
２５
ペ
ー
ジ
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

保
健
課
健
康
班
☎（
２４
）５
２
２
３

疲れているのに…

2週間以上眠れない　日が続いている方

お医者さんに相談しましょう。
もし、あるならそれはうつのサインかもしれません。

2

お

は

知ってほしい。睡眠と「うつ」のこと。

　こんな睡眠の症状で悩んでいませんか？

　　■寝つきが悪い

　　■夜中に何回も目が覚める

■朝早くに目覚めてしまう

■ぐっすり寝たという感じがない

　　

　　

3月は自殺対策強化月間です。

問問
重要
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

春
の
兆
し
が
少
し
ず
つ
感
じ
ら
れ
る
季

節
で
す
が
、
今
回
は
血
圧
の
話
を
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
血
圧
は
、
身
長
や
体
重
と
は

違
い
、
一
日
の
中
で
時
々
刻
々
と
、
つ
ね

に
変
化
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
場
合
、
血

圧
は
朝
の
起
床
後
か
ら
午
前
中
に
一
番
高

く
な
り
ま
す
。
午
後
、
夕
方
と
時
間
が

経
つ
に
つ
れ
て
血
圧
は
少
し
ず
つ
下
が

り
、夜
の
睡
眠
中
に
最
も
低
く
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、起
床
時
間
が
近
づ
い
て
く
る
と
、

体
は
活
動
の
準
備
を
始
め
、
血
圧
は
上

が
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
他
に
も
血
圧
は
気

温
、
身
体
活
動
、
精
神
状
態
な
ど
の
影

響
を
受
け
て
絶
え
ず
変
化
し
て
い
ま
す
。

病
院
の
外
来
で
測
る
血
圧
は
正
常
な

◆
対
象

○
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方
で
貸
し

出
し
を
希
望
す
る
方

○
震
災
で
他
市
町
村
か
ら
避
難
さ
れ
て
い

る
方

※
避
難
元
市
町
村
か
ら
貸
し
出
し
を
受
け

て
い
る
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

◆
期
間

６
月
か
ら
平
成
２７
年
３
月
ま

で
、
３
か
月
ご
と
の
測
定

◆
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

○
申
し
込
み
の
受
付
開
始
…
４
月
３
日

（
木
）

○
１
回
目
測
定
…
締
め
切
り
４
月
１８
日

（
金
）、
配
布
６
月
４
日（
水
）、
回
収
９
月

４
日（
木
）

○
２
回
目
測
定
…
締
め
切
り
８
月
１
日

（
金
）、
配
布
９
月
４
日（
木
）、
回
収
１２
月

４
日（
木
）

○
３
回
目
測
定
…
締
め
切
り
１０
月
３１
日

（
金
）、
配
布
１２
月
４
日（
木
）、
回
収
平
成

２７
年
３
月
４
日（
水
）

◆
申
し
込
み

備
え
付
け
の
様
式
に
よ
り

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
妊
婦
の
方
は
母

子
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
費
用

無
料

保
健
課

健
康
班
☎（
２４
）５
２
２
３

ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民
課

Ｑ
紛
失
し
た
ら
料
金
が
か
か
り
ま
す
か
？

Ａ
料
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ま
で
の

測
定
結
果
が
出
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
の
で
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Ｑ
バ
ッ
ジ
式
線
量
計
を
着
け
る
こ
と
で
、

体
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

Ａ
体
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
バ

ッ
ジ
式
線
量
計
本
体
か
ら
放
射
線
が
放
出

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し

て
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

保
健
課
健
康
班
☎（
２４
）５
２
２
３

バ
ッ
ジ
式
線
量
計
Ｑ
＆
Ａ

貸
出
申
請
に
つ
い
て

より一層の安心のために・・・

バ
ッ
ジ
式
線
量
計
は
、

積
算

外
部
線
量
が
記
録
さ
れ
る
線

量
計
で
、
一
定
期
間
装
着
し

た
あ
と
、
放
射
線
量
を
専
門

機
関
で
測
定
し
ま
す
。
電
子

式
線
量
計
の
よ
う
に
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
数
値
を
確
認
で
き

ま
せ
ん
が
、
携
帯
電
話
な
ど

の
電
磁
波
の
影
響
を
受
け
ず

に
線
量
を
測
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
配
布
の
際
は
着

用
し
や
す
い
よ
う
に
ネ
ッ
ク

ス
ト
ラ
ッ
プ
付
ホ
ル
ダ
ー
に

入
れ
て
お
渡
し
し
ま
す
。

病
院
で
は
わ
か
ら
な
い

「
仮
面
高
血
圧
」
に
ご
用
心

喜多方市 地域・家庭医療センター

「ほっと☆きらり」

センター長　武田　仁

の
に
、
病
院
以
外
の
場
所
で
測
る
と
血
圧

が
高
い
現
象
は
「
仮
面
高
血
圧
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。「
仮
面
高
血
圧
」
に
は
、

早
朝
に
血
圧
が
高
く
な
る
「
早
朝
高
血

圧
」、
夜
間
に
血
圧
が
高
く
な
る
「
夜
間

高
血
圧
」、
仕
事
中
に
血
圧
が
高
く
な
る

「
ス
ト
レ
ス
高
血
圧
」
が
あ
り
ま
す
。
高

血
圧
の
人
の
10
人
に
１
人
か
ら
２
人
に

は
、
こ
の
「
仮
面
高
血
圧
」
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

「
仮
面
高
血
圧
」
が
怖
い
の
は
、
普
通

の
高
血
圧
に
比
べ
て
、
高
血
圧
に
よ
る
内

臓
の
障
害
が
進
み
や
す
く
、
心
筋
梗
塞

な
ど
の
重
大
な
病
気
を
起
こ
し
や
す
い
か

ら
で
す
。
特
に
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
は

起
床
後
の
１
時
間
以
内
に
起
こ
る
こ
と
が

多
く
、
こ
の
時
間
の
血
圧
を
し
っ
か
り
下

げ
て
お
く
こ
と
が
、
高
血
圧
の
治
療
の
上

で
と
て
も
大
切
で
す
。

「
仮
面
高
血
圧
」
を
見
つ
け
て
治
療
す

る
た
め
に
は
、
家
庭
血
圧
測
定
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
お
勧
め
は
、
上
腕
式
の
血
圧
計

を
使
い
、起
床
後
１
時
間
以
内
（
朝
食
前
）

と
就
寝
前
、
１
日
２
回
の
血
圧
測
定
を

行
う
こ
と
で
す
。
血
圧
の
高
い
方
は
、
毎

日
の
測
定
で
な
く
て
も
構
わ
な
い
の
で
、

ご
自
身
の
体
調
管
理
の
一
環
と
し
て
、
定

期
的
に
血
圧
を
測
り
、
血
圧
手
帳
に
記

録
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

う
か

問問問問

申申



市職員の給与などの公表
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　市職員の給与は、民間給与の調査に基づく県の人事委員会勧告を基本に、他

の地方公共団体を考慮しながら、市議会の審議を経て条例「市職員の給与に関

する条例」で定められています。給与や職員数などの状況は次のとおりです。

（特別記載のない数値は、平成25年４月１日現在のものです。）

◆人件費の状況（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
（年度末）

歳　出　費
（Ａ） 実質収支 人　件　費

（Ｂ）
人件費率
（Ｂ／Ａ）

24年度  25.3.31　　　 人 
　　　　51,743 

千円 
28,368 ,058

千円
1,363,369 

千円
4,694,928 

％
　16.6

※ 人件費には、特別職に支給される給料･報酬などを含みます。

◆職員給与費の状況（普通会計決算）

区　分 職員数
（Ａ）

給　 　　与 　　　費 1人当たり給与費
（Ｂ／Ａ）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

24年度 人
　493

千円 
2,057,253

千円
　330,956

千円 
　　751,676

千円 
　3,139,885

千円 
6,369

※ 1. 職員手当には、退職手当を含みません。
　 2. 職員数は、平成24年4月1日現在の人数です。

◆職員の平均給料･給与月額及び平均年齢の状況

区　分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
喜多方市 349,166円 403,653円 44.6歳 369,630円 390,154円 52.8歳

◆職員の初任給の状況

区　　　　　　　分 初任給

一般行政職
大　学　卒 175,100円

高　校　卒 142,500円

技能労務職 高　校　卒 152,600円

◆職員の経験年数別･学歴別平均給料月額の状況

区　　　　　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大　学　卒 263,800円 316,314円 367,286円

高　校　卒 224,000円 在職者なし 313,285円

技能労務職 高　校　卒 在職者なし 在職者なし 在職者なし

◆一般行政職の級別職員数の状況

区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 計

標準的な
職務内容 主事・技師 副主査

副技査
係　長
主査･技査

課　長
課長補佐 課　長 部　長

職 員 数 16人 37人 78人 120人 99人 11人 12人 373人
構 成 比 4.3％ 9.9％ 20.9％ 32.2％ 26.5％ 3.0％ 3.2％ 100.0％
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◆職員手当の状況
区　分 喜　多　方　市 国

期末手当
勤勉手当

(25年度支給割合)
　　　 期末手当　勤勉手当
 6月期 1.225月分　0.675月分
 12月期 1.325月分　0.675月分
 計 2.55月分  1.35月分
職制上の段階、職務の級などによる
加算措置　有

（25年度支給割合）
 　　　 期末手当 勤勉手当  
 6月期 1.225月分　0.675月分
 12月期 1.375月分   0.675月分
 計 2.60月分 1.35月分
職制上の段階、職務の級などによる
加算措置　有

退職手当

 （支給率） 自己都合 勧奨･定年
 勤続20年   23.03月分  28.7875月分
 勤続25年   32.83月分  38.955月分
 勤続35年   46.55月分  55.86月分
最高限度額  55.86月分  55.86月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置
　（2％～20％加算）

 （支給率） 自己都合 勧奨･定年
 勤続20年   23.03月分  28.7875月分
 勤続25年   32.83月分  38.955月分
 勤続35年   46.55月分  55.86月分
最高限度額  55.86月分  55.86月分額
その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置
　（2％～20％加算）

区　分 世 帯 等 の 区 分 支 給 額 備　考

寒冷地手当
（25年度）

世帯主で
ある職員

 扶養親族のある職員 17,800円
11月から3月までの
5か月間のみ支給その他の世帯主である職員 10,200円

そ　の　他　の　職　員 7,360円

区　分 役　職　名 支 給 額

管理職手当
（25年度）

部　長 61,000円

課　長 45,000円

主　幹 39,000円

区　分 手 当 の 名 称 支 給 額

特殊勤務手当
（25年度） 除雪業務に従事する職員の特殊勤務手当 　1日 300円

区分 内　            容 国･県の制度
との異同 国・県の制度と異なる内容

扶養
手当

配偶者 月13,000円
子など（配偶者あり）  月 6,500円
　〃  （配偶者なし）  月11,000円

国 同

県 同

住居
手当

月額 9,500円を超える家賃を支
払っている者
最高限度額  月 27,000円

国 異
月額12,000円を超える家賃を
支払っている者
最高限度額  月 27,000円

県 同

通勤
手当

交通機関等利用者
55,000円を超えるときは、
その額と55,000円との差額の
1/2を55,000円に加算

国 異 交通機関等利用者
最高限度額　55,000円

県 異

交通機関等利用者
61,000円を超えるときは、
その額と61,000円との差額の
1/2を61,000円に加算

自動車等使用者
2km以上2,600～43,900円

国 異 自動車等使用者
2km以上2,000～24,500円

県 異 自動車等使用者
2km以上2,400～47,700円

◆特別職の報酬などの状況

区　分 給与月額など

給
料

市　長
副市長
教育長

950,000円
760,000円
700,000円

期
末
手
当

市　長
副市長
教育長

（25年度支給割合)
6月期 1.40月分
12月期 1.50月分
　計　 2.90月分

※ 平成25年4月1日現在の市長の給料は
30％減額した額（665,000円）となっ
ています。

◆部門別職員数の状況

区　　　分 職員数

一般行政
部門

議　　 会 6人
総務企画 125人
税　　 務 26人
民　　 生 84人
衛　　 生 39人
労　　 働 1人
農林水産 41人
商　　 工 29人
土　　 木 41人
小　　 計 392人

特別行政
部門

教　　 育 92人
小　　 計 92人

公営企業等
会計部門

水　　 道 18人
下 水 道 13人
そ の 他 20人
小    計 51人

合　　　　　計 535人
※ 職員数は一般職に属する職員数であ
り、地方公務員の身分を保有する休
職者、派遣職員などを含みます。

◆職員派遣（人事交流）の実施状況（24年度）

研修派遣先 派遣職員数

福島県 3人
後期高齢者医療
広域連合事務局 1人

農林水産省 1人
米沢市 1人

◆職員研修の実施状況（24年度）
研　修　先 延べ人数

ふくしま自治研修センターなど 40人
実務教養研修
（自治体自主研修会12回） 434人

◆懲戒処分の状況 （24年度）
1件
　 総務課 人事班☎（24）5211　 問
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さ
い
。

○
平
成
２６
年
２
月
以
降
、
各
税
務

署
で
は
申
告
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
が
、
税
務
署
は
混
雑
す
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
に
係
る
申
告
相

談
に
つ
い
て
は
、
電
話
に
よ
る
事

前
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

電
話
に
よ
る
ご
予
約
は
、
平
日

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

喜
多
方
税
務
署

総
務
課
☎（
２４
）

５
０
５
０（
代
表
）音
声
案
内
の
あ

と
②
番
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
平
成
２５
年
分
所
得
税
等
の
申

告
・
納
付
期
限

○
申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
、
贈
与
税
…
３
月
１７
日（
月
）

○
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
…
３
月
３１
日（
月
）

※
申
告
期
限
が
近
づ
き
ま
す
と
申

申
告
の
期
限
は
３
月
１７
日（
月
）

で
す
。

２
月
上
旬
に
各
戸
配
布
チ
ラ
シ

に
よ
り
申
告
日
程
等
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
忘
れ
ず
に
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
指
定
日

以
外
に
も
申
告
は
可
能
で
す
が
、

指
定
日
の
方
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

税
務
課

市
民
税
係
☎（
２４
）５

２
１
７
ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民

課
市
民
サ
ー
ビ
ス
班

被
災
時
に
納
税
地
が
福
島
県
の

次
の
地
域
に
あ
っ
た
方
に
つ
い
て

は
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た

平
成
２３
年
３
月
１１
日
以
後
に
到
来

す
る
申
告
・
納
付
な
ど
の
期
限
を

税

　市民の皆さんの
生活に直結するい
ろいろな制度や催
しなどを紹介する
コーナーです。
　情報の詳細につ
いては、問へ連絡
してください。

市民課と税務課の
証明業務を、午後
7時まで延長して
います。
※税務諸証明は本
庁のみで対応。
◆月曜日（塩川総
合支所）
◆火曜日（本庁、
高郷総合支所）
◆水曜日（熱塩加
納総合支所）
◆木曜日（山都総
合支所）
◆金曜日（本庁）

FMきたかた（78.2
MHz）のインフォ
メーション喜多方
市「週刊トピック
ス」で地域や市政
の話題を放送して
います。土・日曜
日の午前9時45分
～、月曜日の午前
7時45分～

問問

税
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を

受
け
ら
れ
た
方
へ

〜
税
務
手
続
き
の
お
知
ら
せ
〜

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
・
納
付
は
お
済
み
で
す

か

延
長
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
２６

年
１
月
３１
日
付
国
税
庁
告
示
に
よ

り
、
延
長
措
置
は
終
了
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

◆
地
域

田
村
市
、
南
相
馬
市
、

川
俣
町
、
広
野
町
、
楢
葉
町
、
富

岡
町
、川
内
村
、大
熊
町
、双
葉
町
、

浪
江
町
、
葛
尾
村
、
飯
館
村

○
す
べ
て
の
国
税
の
申
告
・
納
付

等
に
つ
い
て
は
、
平
成
２７
年
３
月

３１
日（
火
）ま
で
に
手
続
を
お
願
い

し
ま
す
。

平
成
２３
年
３
月
１１
日
以
後
に
到

来
す
る
す
べ
て
の
税
目
に
係
る
申

告
・
納
付
等
の
手
続
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

例
え
ば
、
申
告
所
得
税
の
場
合
、

平
成
２２
年
分
以
降
の
申
告
等
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

○
申
告
の
際
に
必
要
な
書
類
及
び

そ
の
他
手
続
な
ど
に
つ
い
て
、
ご

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ま

ず
は
上
記
地
域
を
所
轄
す
る
税
務

署
ま
た
は
最
寄
り
の
税
務
署
ま
で

電
話
な
ど
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

告
書
作
成
会
場
等
の
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
告

を
済
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

納
付
に
つ
い
て
は
、
納
付
期
限

ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機
関（
銀

行
等
、
郵
便
局
）で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

納
付
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な

い
場
合
は
、
納
付
期
限
の
翌
日
か

ら
延
滞
税
が
加
算
さ
れ
、
ま
た
、

督
促
状
が
発
送
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
振
替
納
税
を
利
用
し
た
場
合
の

振
替
日

○
申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
…
４
月
２２
日（
火
）

○
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
…
４

月
２４
日（
木
）

※
申
告
所
得
税
、
復
興
特
別
所
得

税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

の
納
付
に
は
、
安
全
で
便
利
な
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

喜
多
方
税
務
署

☎（
２４
）５
０
５
０（
代
表
）

問問

問問

問問
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相
談
日
の
前
日
ま
で
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

会
津
若
松
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室
☎
０
２
４
２（
２７
）５

３
２
１
〔
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
で
⑨
の

次
に
⑤
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
〕

◆
受
付
時
間

○
月
曜
日（
月
曜
日
が
休
日
の
場

合
は
火
曜
日
）…
午
前
８
時
３０
分

〜
午
後
７
時

○
火
曜
日
〜
金
曜
日
…
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

○
第
２
土
曜
日
…
午
前
９
時
３０
分

〜
午
後
４
時

☎
０
５
７
０（
０５
）１
１
６
５

米
粉
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
き
、
米
粉
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
、
ご
家
庭
で
も
手
軽
に

参
の
上
、
福
島
県
会
津
地
方
振
興

局
県
税
部
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
使
用
者
証
の
有
効
期
限

が
平
成
２６
年
１１
月
３０
日
以
前
の

方
、
ま
た
は
現
在
使
用
し
て
い
る

機
械
や
田
畑
の
保
有
面
積
が
昨
年

と
異
な
る
場
合
は
、
上
記
書
類
と

併
せ
、
所
有
農
業
機
械
お
よ
び
耕

作
農
地
面
積
の
証
明
書
が
必
要
で

す
。

◆
農
作
業
受
託
に
つ
い
て

農
作
業
の
う
ち
基
幹
的
な
作
業

（
専
ら
機
械
を
使
用
し
て
行
わ
れ

る
も
の
）の
す
べ
て
の
委
託
を
受
け

て
農
作
業
を
行
う
方
も
免
税
軽
油

の
使
用
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
県

税
部
課
税
第
二
課（
会
津
若
松
市

追
手
町
７

－
５
）☎
０
２
４
２（
２９
）

５
２
６
４

◆
日
時

３
月
６
日（
木
）午
前
１０

時
〜
午
後
４
時

◆
場
所

喜
多
方
プ
ラ
ザ（
１
階
）

第
一
会
議
室

※
予
約
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

（
音
声
案
内
「
２
番
」
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
）

平
成
２６
年
度
軽
油
引
取
税
免

税
証（
農
業
用
）の
交
付
申
請
を
３

月
中
旬
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
、
農
作
業
を
始
め

る
前
に
所
要
の
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
既
に
販
売
店
を
通
じ
て
交
付
申

請
を
さ
れ
た
方
は
、
以
下
の
手
続

き
は
不
要
で
す
。

◆
新
規
に
申
請
さ
れ
る
方

所
有
農
業
機
械（
ト
ラ
ク
タ
ー
、

コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
）お
よ
び
耕
作
農

地
面
積
の
証
明
書
、
印
鑑
を
持
参

の
上
、
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局

県
税
部
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
証
明
書
の
交
付
窓
口

・
所
有
農
業
機
械
の
証
明
書
…
市

役
所
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
住
民

課（
手
数
料
２
５
０
円
）

・
耕
作
農
地
面
積
の
証
明
書
…
農

業
委
員
会
ま
た
は
各
支
所
産
業
課

◆
昨
年
か
ら
継
続
し
て
申
請
さ
れ

る
方免

税
軽
油
使
用
者
証
、
昨
年
度

の
免
税
軽
油
の
引
取
り
と
使
用
に

つ
い
て
の
報
告
書
、
免
税
軽
油
の

納
品
書（
伝
票
）お
よ
び
印
鑑
を
持

年

金

募

集

免
税
軽
油
を
使
用
さ
れ
る

農
家
の
み
な
さ
ん
へ

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

「
親
子
で
米
粉
体
験
・
料
理
教
室
」

参
加
者

年
金
相
談
の
受
け
付
け

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

米
粉
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
親
子
で
米
粉
体
験
・
料
理
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

３
月
２３
日（
日
）午
前
１０

時
〜

◆
場
所

市
保
健
セ
ン
タ
ー（
２

階
）調
理
実
習
室

◆
内
容

米
粉
料
理
教
室
…
熱
塩

加
納
町
の
米
農
家

瓜
生
和
徳
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
、「
米
粉
を
使
っ

た
も
っ
ち
り
餃
子
」
な
ど
の
米
粉

料
理
に
挑
戦

◆
募
集
人
員

親
子
１５
組

※
お
子
さ
ん
は
、
包
丁
が
使
え
る

小
学
生
以
上
と
し
ま
す
。

◆
募
集
期
限

３
月
１０
日（
月
）定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◆
参
加
費
用

５
０
０
円

◆
申
し
込
み

参
加
希
望
の
方
は

事
務
局
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

申

農
林
課

農
業
振
興
対
策
室

☎（
２４
）５
２
３
５

問問

問問

申申

問問
申申
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◆
試
験
日

４
月
１１
日（
金
）〜
１５

日（
火
）の
う
ち
１
日
指
定

◆
受
験
料

無
料

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本

部
会
津
若
松
出
張
所
〔
会
津
若
松

市
門
田
町
大
字
黒
岩
字
大
坪
５７
‐

１
〕
☎
０
２
４
２（
２７
）６
７
２
４

国
民
健
康
保
険（
国
保
）の
加
入

者
が
、
妊
娠
１２
週
以
降
で
出
産
し

た
と
き
に
、
出
産
育
児
一
時
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

流
産
、
死
産
な
ど
に
つ
い
て
も

支
給
対
象
と
な
り
ま
す（
こ
の
場
合

は
医
師
の
証
明
書
が
必
要
で
す
）。

出
産
後
２
年
で
時
効
と
な
り
、
申

請
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
社
会
保
険
な
ど
に
本
人
と
し
て

１
年
以
上
継
続
し
て
加
入
し
て
い

た
方
が
、
社
会
保
険
喪
失
後
６
か

月
以
内
に
出
産
し
た
場
合
は
、
社

会
保
険
な
ど
へ
支
給
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◆
４２
万
円
が
支
給
さ
れ
る
場
合

産
科
医
療
補
償
制
度
加
入
の
医

農
林
課
農
山
村
振
興
室

☎（
２４
）５
２
３
４

【
塩
川
地
区
駒
形
農
園
】

◆
募
集
区
画
数

単
年
度
利
用
型

（
１
年
間
）…
２２
区
画

◆
面
積

１
区
画
４０
平
方
㍍

◆
利
用
形
態

農
園
利
用
方
式

◆
利
用
料
金

無
料

◆
場
所

塩
川
町
松
崎
集
落
東
側

◆
締
め
切
り

３
月
２０
日（
木
）

塩
川
総
合
支
所
産
業
課

農

林
係
☎（
２７
）２
１
１
２

◆
種
目

予
備
自
衛
官
補

◆
対
象

自
衛
官
未
経
験
者

◆
年
齢

○
一
般
公
募
…
平
成
２６
年
４
月
１

日
現
在
１８
歳
以
上
３４
歳
未
満

○
技
能
公
募
…
平
成
２６
年
４
月
１

日
現
在
１８
歳
以
上
５５
歳
未
満
、
保

有
資
格
に
応
じ
採
用

◆
締
め
切
り

４
月
２
日（
水
）

自
家
用
野
菜
を
市
民
農
園
で
栽

培
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
野
菜
の
栽

培
を
と
お
し
て
、
食
と
農
業
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

【
喜
多
方
市
民
農
園
】

◆
募
集
区
画
数

○
単
年
度
利
用
型（
１
年
間
）…
１５

区
画

○
継
続
利
用
型（
２
年
間
）…
１５
区

画◆
面
積

１
区
画
３０
平
方
㍍

◆
利
用
形
態

農
園
利
用
方
式

◆
利
用
料
金

○
１
年
間
…
１
区
画
３
０
０
０
円

○
２
年
間
…
１
区
画
６
０
０
０
円

◆
場
所

市
立
第
三
中
学
校
南
側

国
道
１
２
１
号
線
そ
ば

◆
締
め
切
り

３
月
２０
日（
木
）

募

集

保
健
・
医
療

市
民
農
園
利
用
者

国
民
健
康
保
険
の
出
産
育
児

一
時
金
に
つ
い
て

予
備
自
衛
官
補

療
機
関
な
ど
で
の
妊
娠
２２
週
以
降

の
出
産
な
ど
。

◆
３９
万
円
が
支
給
さ
れ
る
場
合

産
科
医
療
補
償
制
度
未
加
入
の

医
療
機
関
な
ど
で
の
出
産
な
ど
。

ま
た
は
、
妊
娠
１２
週
以
降
２２
週
未

満
の
出
産
な
ど
。

※
産
科
医
療
補
償
制
度
と
は
、
分

娩
に
関
連
し
て
発
症
し
た
重
度
脳

性
ま
ひ
児
に
対
す
る
補
償
金
の
支

払
い
に
備
え
る
た
め
分
娩
機
関
が

加
入（
任
意
）す
る
制
度
で
す
。

◆
出
産
育
児
一
時
金
の
受
取
り
に

つ
い
て

医
療
機
関
な
ど
へ
の
直
接
支
払

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
医
療
機
関
な
ど
が
世

帯
主
に
代
わ
り
出
産
育
児
一
時
金

の
支
給
申
請
お
よ
び
受
け
取
り
を

行
い
、
利
用
者
は
退
院
時
に
、
出

産
育
児
一
時
金
支
給
額
を
超
え
た

金
額
の
み
の
支
払
い
で
済
む
制
度

で
す
。

制
度
を
利
用
し
た
い
場
合
は
、

出
産
す
る
医
療
機
関
な
ど
で
手
続

き
く
だ
さ
い
。
出
産
費
用
が
出
産

育
児
一
時
金
支
給
額
を
下
回
っ
た

場
合
は
、
そ
の
差
額
が
各
保
険
者

よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。
国
民
健
康

保
険
加
入
者
の
場
合
は
、
申
請
に

よ
り
世
帯
主
に
支
給
し
ま
す
。

ま
た
、
直
接
支
払
い
制
度
を
利

問問
申申

問問

申申

問問

申申

↓ 会津若松方面

市民農園

市
道
田
原
熊
倉
線県

道
北
山
会
津
若
松
線

駒形公民館

駒形小

松崎
調圧塔

松崎
公民館

松崎
行政区

↑ 熊倉方面

↑ 米沢方面

↓ 会津若松方面

総合福祉センター 市立第三中学校

市営下台団地

国
道
１
２
１
号
バ
イ
パ
ス

市民農園
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ま
た
そ
の
家
族
の
方
の
相
談
に
精

神
科
医
や
保
健
師
が
応
じ
ま
す
。

※
費
用
は
無
料
で
す
が
電
話
で
の

予
約
が
必
要
で
す
。

◆
日
時

３
月
１０
日（
月
）
午
後
１

時
１５
分
〜
３
時
３０
分

◆
場
所

会
津
保
健
福
祉
事
務
所

会
津
保
健
福
祉
事
務
所
保

健
福
祉
課
☎
０
２
４
２（
２９
）５
２
７

５「
水
道
水
以
外
の
水（
地
下
水
な

ど
）」
の
み
、
ま
た
は
「
水
道
水
以

外
の
水
」
と
「
水
道
水
」
を
併
用

し
て
い
る
家
庭
で
、
転
入
・
転
出

な
ど
で
世
帯
使
用
人
数
に
変
更
が

生
じ
た
場
合
は
、
す
み
や
か
に
変

更
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
一
般
家
庭
で
「
地
下

水
な
ど
」
を
家
事
用
と
し
て
使
用

し
て
い
る
人
数
に
よ
っ
て
料
金
が

決
定
さ
れ
る
た
め
で
す
。

◆
変
更
手
続
窓
口

下
水
道
課
総

務
係（
本
庁
舎
３
階
）

下
水
道
課
総
務
係

☎（
２４
）５
２
５
０

家
族
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

う
つ
病
に
つ
い
て
の
知
識
や
接
し

方
の
基
本
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
日

頃
の
思
い
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時

３
月
１４
日（
金
）午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

◆
場
所

会
津
保
健
福
祉
事
務

所（
１
階
）会
議
室

会
津
保
健
福
祉
事
務
所
保

健
福
祉
課
☎
０
２
４
２（
２９
）５
２
７

５
思
春
期
・
青
年
期
に
ひ
き
こ
も

る
子
供
の
抱
え
る
問
題
や
そ
の
対

応
に
つ
い
て
学
習
会
、
情
報
の
提

供
ま
た
参
加
者
同
士
の
話
し
合
い

の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

家
族
同
士
集
い
語
り
合
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

◆
日
時

３
月
１９
日（
水
）午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

◆
場
所

会
津
保
健
福
祉
事
務

所（
２
階
）相
談
室

会
津
保
健
福
祉
事
務
所
保

健
福
祉
課
☎
０
２
４
２（
２９
）５
２
７

５
精
神
的
な
悩
み
で
お
困
り
の
方

確
認
の
う
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
申
請
の
際
に
は
、
お
子
さ
ん

の
健
康
保
険
証
、
振
込
口
座
の
わ

か
る
も
の
、
認
印
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

保
健
課

国
保
医
療
係
☎

（
２４
）５
２
２
４
ま
た
は
各
総
合
支

所
住
民
課

最
近「
眠
れ
て
い
な
い
な
…
」「
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
な
…
」「
何

も
す
る
気
が
お
き
な
い
な
…
」「
仕

事
が
不
安
だ
な
…
」
な
ど
で
お
悩

み
の
方
、
ま
た
は
そ
の
家
族
の
方
、

こ
の
機
会
に
臨
床
心
理
士
に
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

費
用
は
無
料
で
す
が
電
話
で
の

予
約
が
必
要
で
す
。

◆
日
時

３
月
１７
日（
月
）午
後
１

時
１５
分
〜
３
時
３０
分

◆
場
所

市
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
締
め
切
り

３
月
１０
日（
月
）

保
健
課

健
康
班
☎（
２４
）５

２
２
３
ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民

課
市
民
サ
ー
ビ
ス
班

う
つ
病
の
治
療
を
受
け
て
い
る

方
の
家
族
の
方
を
対
象
に
う
つ
病

用
し
な
い
場
合
は
、
出
産
育
児
一

時
金
全
額
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
の
際
に
は
、
医
療
機
関
な

ど
か
ら
渡
さ
れ
る
直
接
支
払
い
に

関
す
る
合
意
書
と
出
産
費
用
の
明

細
書
な
ど
が
必
要
で
す
。

※
国
民
健
康
保
険
加
入
者
以
外
の

方
は
、
加
入
の
保
険
者
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申

保
健
課

国
保
医
療
係
☎

（
２４
）５
２
２
４
ま
た
は
各
総
合
支

所
住
民
課

市
で
は
、
１８
歳
以
下
の
お
子
さ

ん
の
医
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

※
１８
歳
に
達
す
る
年
度
の
３
月
３１

日
ま
で
対
象
と
な
り
ま
す
。
助
成

を
受
け
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
受

給
資
格
の
登
録
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
登
録
の
手
続
き
が
ま
だ
お
済

み
で
な
い
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
加
入
保
険
、
住
所
等
変

更
の
あ
っ
た
場
合
は
変
更
の
届
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

４
月
に
小
学
１
年
生
と
な
る
お

子
さ
ん
の
保
護
者
の
方
に
は
、
２

月
末
に
子
ど
も
医
療
費
受
給
者
資

格
登
録
の
手
続
き
に
つ
い
て
の
ご

案
内
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
ご

案

内

下
水
道
使
用
料
に
関
す
る
届
け

出
に
つ
い
て

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の

登
録
に
つ
い
て

市
主
催

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
開
催

会
津
保
健
所
主
催

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

会
津
保
健
所
主
催

心
の
健
康
相
談
開
催

会
津
保
健
所
主
催

う
つ
病
家
族
教
室

問問

申申

問問

申申

問問

申申

問問
申申

問問
申申

問問

申申
問問

共済で、くるま社会の助けあい

お　　な掛金で得
大きな補償

全国２４時間
ネットワーク

万一の事故の時も安心

フリーダイヤル0120－24－6250

●共済契約の

手続きは簡単！
●無事故による割引は

そのまま継続

東北自動車共済代理所
喜多方自家用自動車組合

お問い合わせ
お申し込みは

（TJｋ（業）02  2012.1）－01
喜多方市字宮西2541－12 室井ビル1階
TEL  0241－22－1419（喜多方郵便局東側）
FAX  0241－22－1619

自動車共済、自賠責共済、廃車手続き、名義変更、ナンバー登録・変更は気軽にご相談下さい。廃車手続きは、お早めに

東北自動車共済（協）東北自動車共済（協）東北自動車共済（協）
無料見積り
いたします
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Ｅ
メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
①
氏
名

②
年
齢（
学
年
）

③
住
所

④
電
話
番
号

⑤
参

加
イ
ベ
ン
ト（
将
棋
大
会
の
場
合
に

は
参
加
ク
ラ
ス
）を
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。

○
ハ
ガ
キ
の
場
合
…
〒
９
６
６

－

０

８
０
２
喜
多
方
市
字
桜
ガ
丘
１

－

５５
喜
多
方
市
第
７２
期
名
人
戦
実

行
委
員
会
菊
地
一
則
宛

○
Ｅ
メ
ー
ル
…kitakata2014@

gm
ail.com

◆
締
め
切
り

す
べ
て
３
月
３１
日

（
月
）必
着

喜
多
方
市
第
７２
期
名
人
戦
実

行
委
員
会（
武
蔵
）☎（
２７
）８
３
２

４
会
津
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー（
通
称
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会

津
）で
は
、
毎
月
セ
ン
タ
ー
が
実
施

す
る
職
業
訓
練
の
説
明
会（
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
ガ
イ
ダ
ン
ス
）を
開
催
し

て
い
ま
す
。

◆
内
容

各
科
の
説
明
、
実
習
場

見
学
ほ
か
。
い
ま
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア

（
職
業
能
力
）に
プ
ラ
ス
し
て
、
新
た

方
市
教
育
委
員
会
文
化
課
宛
〕

日
本
の
将
棋
界
に
お
い
て
歴
史

と
伝
統
が
あ
る
の
棋
戦
「
名
人
戦
」

が
、
喜
多
方
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

対
局
は
非
公
開
で
行
わ
れ
ま
す

が
、
日
本
将
棋
連
盟
の
プ
ロ
棋
士

に
よ
る
大
盤
解
説
会
や
名
人
戦
開

催
を
記
念
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
第
７２
期
名
人
戦
記
念
将
棋
大
会

「
き
た
か
た
喜
楽
里
杯
」】

◆
日
時

４
月
２０
日（
日
）午
前
９

時
３０
分
〜（
午
前
９
時
か
ら
受
け

付
け
）

◆
場
所

熱
塩
加
納
会
館（
熱
塩

加
納
総
合
支
所
）

◆
内
容

[

ク
ラ
ス
別
将
棋
大
会]

①
名
人
戦
Ａ
ク
ラ
ス（
無
差
別
）

②
名
人
戦
Ｂ
ク
ラ
ス（
有
段
者
）

③
名
人
戦
Ｃ
ク
ラ
ス（
級
位
者
）

﹇
子
ど
も
の
部
﹈

①
中
学
生
ク
ラ
ス

②
小
学
生
高
学
年（
４
〜
６
年
）ク

ラ
ス

③
小
学
生
低
学
年（
１
〜
３
年
）ク

ラ
ス

※
各
ク
ラ
ス
定
員
３２
人

◆
日
時

３
月
２２
日（
土
）午
前
１０

時
〜（
午
前
９
時
３０
分
か
ら
受
け

付
け
）

◆
場
所

熱
塩
加
納
会
館（
熱
塩

加
納
総
合
支
所
）

◆
対
象

小
中
学
生
と
そ
の
保
護

者
お
よ
び
一
般

◆
参
加
料

無
料

◆
定
員

１
５
０
人

◆
内
容

○
第
一
部
…
講
演
会
「
将
棋
は
脳

を
育
て
る
」
講
師
日
本
将
棋
連
盟

真
田
圭
一
七
段

○
第
二
部
…
将
棋
教
室
開
催
。
日

本
将
棋
連
盟
普
及
指
導
員
に
よ
る

将
棋
教
室
お
よ
び
真
田
圭
一
七
段

に
よ
る
指
導
将
棋
を
行
い
ま
す
。

◆
申
し
込
み
方
法

ハ
ガ
キ
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
①
氏
名

②
年
齢（
学
年
）

③
住
所

④
電
話
番
号
を
記
載
し

て
下
さ
い
。

◆
締
め
切
り

３
月
１７
日（
月
）

文
化
課

文
化
振
興
班
☎

（
２４
）３
８
２
１
Ｆ
Ａ
Ｘ（
２２
）４
１
５

４
〔
〒
９
６
６

－

０
８
２
２
喜
多
方

市
字
柳
原
７
５
０
３
番
地
２
喜
多

催

し

案

内

第
72
期
名
人
戦
開
催
記
念

「
き
た
か
た
将
棋
教
室
」開
催

第
72
期
将
棋
名
人
戦
開
催

求
職
者
向
け
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

ガ
イ
ダ
ン
ス
受
講
生
募
集

◆
参
加
料

○
ク
ラ
ス
別
将
棋
大
会
…
大
人
２

０
０
０
円
、
高
校
生
以
下
１
０
０

０
円（
昼
食
代
込
み
）

○
子
ど
も
の
部
…
無
料（
子
ど
も
の

部
は
午
前
中
で
終
了
予
定
）

◆
表
彰

優
勝
、
準
優
勝
、
第
３

位
に
楯
、
賞
品
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

【
前
夜
祭
】

◆
日
時

４
月
２１
日（
月
）午
後
６

時
〜

◆
場
所

熱
塩
温
泉
山
形
屋

◆
内
容

森
内
俊
之
名
人
、
挑
戦

者
羽
生
善
治
三
冠
お
よ
び
立
会

人
、
大
盤
解
説
者
を
交
え
た
歓
迎

会◆
参
加
料

１
０
０
０
０
円

◆
定
員

応
募
者
の
中
か
ら
抽
選

で
１
２
０
人

【
大
盤
解
説
会
】

◆
日
時

４
月
２２
日（
火
）、
２３
日

（
水
）午
後
１
時
〜

◆
場
所

熱
塩
温
泉
山
形
屋

◆
内
容

日
本
将
棋
連
盟
プ
ロ
棋

士
に
よ
る
大
盤
を
使
用
し
て
の
実

況
解
説
。ま
た
、二
日
目
途
中
で「
次

の
一
手
」
の
出
題
が
あ
り
ま
す
。

◆
参
加
料

１
日
券
１
０
０
０
円
、

２
日
券
１
５
０
０
円（
当
日
支
払

い
）

◆
定
員

両
日
と
も
に
１
５
０
人

◆
申
込
み
方
法

ハ
ガ
キ
ま
た
は

問問

申申

問問
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書
箱
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
実
施
期
間

３
月
３
日（
月
）〜

２８
日（
金
）

◆
内
容

職
員
の
あ
い
さ
つ
や
説

明
の
仕
方
、
言
葉
づ
か
い
、
態
度

な
ど
７
項
目

総
務
課
人
事
班
☎（
２４
）５
２
１

１

  

福
島
県
で
は
、
車
椅
子
マ
ー
ク
の

あ
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
適
正
利
用

を
図
る
た
め
利
用
証
を
発
行
す
る

「
お
も
い
や
り
駐
車
場
利
用
制
度
」

を
実
施
し
、
あ
わ
せ
て
他
県
で
発

行
す
る
利
用
証
と
の
相
互
利
用
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
新
た
に
大
阪
府
が

加
わ
り
、
３１
府
県
で
そ
れ
ぞ
れ
発

行
さ
れ
た
利
用
証
は
、
３１
府
県
の

協
力
施
設
い
ず
れ
で
も
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
本
当
に
必
要
な
方
が

「
お
も
い
や
り
駐
車
場
利
用
証
」

が
大
阪
府
で
も
使
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た

会
津
野
岩
鉄
道
利
用
時
の
助
成

制
度「
春
休
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
割
引

事
業
」

窓
口
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
実

施
な
技
能
習
得
の
た
め
の
職
業
訓
練

に
つ
い
て
よ
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
説
明
会
で
す
。

◆
対
象
者

公
共
職
業
安
定
所
に

求
職
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
職

業
訓
練
の
受
講
が
望
ま
し
い
と
判

断
さ
れ
た
方

◆
日
時

４
月
７
日
、
２１
日
、
５

月
１２
日
、
２６
日
、
６
月
９
日
、
２３

日（
月
）、
各
回
共
に
午
前
９
時
３０

分
〜
午
後
０
時
３０
分

◆
受
講
料

無
料

会
津
職
業
能
力
開
発
促
進

セ
ン
タ
ー
☎
０
２
４
２（
２６
）０
５
２

０
〔
〒
９
６
５

－

０
８
５
８

会
津

若
松
市
神
指
町
大
字
南
四
合
字
深

川
西
２
９
２
〕

市
で
は
、
窓
口
の
サ
ー
ビ
ス
改

善
・
向
上
を
図
る
た
め
、
窓
口
サ

ー
ビ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
職
員
の

窓
口
応
対
に
対
す
る
評
価
を
い
た

だ
き
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
更
な

る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

※
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
本
庁
、
各

総
合
支
所
に
備
え
付
け
て
あ
る
投

書
箱（
市
民
の
声
）付
近
に
設
置
し

て
い
ま
す
の
で
、
記
入
の
う
え
投

利
用
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
制
度
導
入
府
県

岩
手
県
、
山

形
県
、福
島
県
、茨
城
県
、栃
木
県
、

群
馬
県
、
新
潟
県
、
福
井
県
、
山

梨
県
、静
岡
県
、三
重
県
、滋
賀
県
、

京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
鳥

取
県
、島
根
県
、岡
山
県
、広
島
県
、

山
口
県
、
徳
島
県
、
香
川
県
、
愛

媛
県
、高
知
県
、福
岡
県
、佐
賀
県
、

長
崎
県
、
熊
本
県
、
大
分
県
、
宮

崎
県
、
鹿
児
島
県

※
詳
し
く
は
、
利
用
証
の
申
請
交

付
窓
口
ま
で
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
課

障
が
い
福
祉
班

☎（
２４
）５
２
７
６
ま
た
は
各
総
合

支
所
住
民
課
、
会
津
保
健
福
祉
事

務
所
☎
０
２
４
２（
２９
）５
２
７
２

県
庁
高
齢
福
祉
課
☎
０
２
４（
５
２

１
）７
１
９
７

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
や
浅
草
寺

の
あ
る
浅
草
、
上
野
動
物
園
や
国

立
科
学
博
物
館
が
あ
る
上
野
な

ど
、
見
ど
こ
ろ
盛
り
だ
く
さ
ん
の

東
京
下
町
へ
、
会
津
鉄
道
で
出
か

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

春
休
み
期
間
中
に
会
津
・
野
岩

鉄
道
を
利
用
す
る
際
の
運
賃
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象

小
学
生
の
子
ど
も
を
含

む
家
族
で
「
浅
草
往
復
列
車
た
び

き
っ
ぷ
」
を
利
用
す
る
場
合

◆
期
間

３
月
２１
日（
金
）〜
４
月

６
日（
日
）

◆
助
成
額

大
人
１
人
に
つ
き
、

小
学
生
の
子
ど
も
１
人
分
の
運
賃

全
額

◆
定
員

小
学
生
の
子
ど
も
３０
人

※
助
成
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
方
法

利
用
日
の
前
日
ま

で
に
、
会
津
鉄
道
の
有
人
駅（
西
若

松
駅
な
ど
）で
切
符
購
入
の
際
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
乗
車
当
日
に
ご
購
入
さ
れ
た
場

合
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

◆
注
意
点

○
出
発
駅
ま
で
の
運
賃
、
東
武
鉄

道
の
特
急
料
金
、
個
室
料
金
は
除

き
ま
す
。

○
助
成
は
１
回
限
り

○
マ
イ
レ
ー
ル
化
推
進
事
業
や
団

体
割
引
と
の
併
用
不
可

会
津
鉄
道
㈱

☎
０
２
４
２（
２８
）５
８
８
６

よ
く
あ
る
Ｑ
＆
Ａ

事
務
局
に
寄
せ
ら
れ
る
デ
マ
ン

ド
交
通（
予
約
型
乗
合
交
通
）に
関

す
る
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

〜
キ
ャ
ン
セ
ル
・
変
更
編
〜

Ｑ

予
約
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
ど
う
し

た
ら
い
い
で
す
か
。

Ａ
受
付
セ
ン
タ
ー
の
受
付
時
間
内

（
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
）
で
あ
れ
ば
受
付
セ
ン
タ
ー

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
☎（
２７
）４

４
５
５

受
付
時
間
外
の
場
合
は
、
連

絡
は
不
要
で
す
。
乗
車
時
間

ま
で
に
乗
降
場
所
に
い
な
い
場

合
、
キ
ャ
ン
セ
ル
と
み
な
し
て

出
発
し
ま
す
。

Ｑ
予
約
の
変
更
は
で
き
ま
す
か
。

Ａ
乗
車
の
予
約
と
同
じ
く
、
利
用

日
の
前
日（
平
日
の
み
）ま
で
に

受
付
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

◆
出
前
説
明
会
募
集
中

デ
マ
ン
ド
交
通
に
関
し
、「
利
用

の
仕
方
が
分
か
り
に
く
い
」
と
い
っ

た
ご
意
見
に
お
こ
た
え
す
る
た
め
、

「
出
前
説
明
会
」
の
開
催
地
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
も
対
応

し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

企
画
政
策
課
政
策
推
進
班

☎（
２４
）５
２
０
８

デ
マ
ン
ド
交
通
か
ら
の

お
知
ら
せ

問問

申申

問問

問問

問問

問問
申申



等  級 災害の程度 金　額
1 死亡した場合 100万円

2 入院通院日数
270日以上 30万円

3 入院通院日数
200日以上 20万円

4 入院通院日数
150日以上 15万円

5 入院通院日数
120日以上 10万円

6 入院通院日数
90日以上 8万円

7 入院通院日数
60日以上 6万円

8 入院通院日数
30日以上 5万円

9 入院通院日数
8日以上 3万円

10 入院通院日数
7日以下 2万円

重度障
害見舞
金

自動車損害賠償保
障法施行令第1級ま
たは第2級の障害

30万円

広報きたかた　2014.3 ◯2828

犬
の
「
鳴
き
声
」
は
、
犬
を
飼

っ
て
い
な
い
方
や
犬
が
苦
手
な
方

に
と
っ
て
は
、
大
変
気
に
な
る
も

の
で
す
。
む
だ
吠
え
や
要
求
吠
え

を
さ
せ
な
い
よ
う
、
き
ち
ん
と
し

た
世
話
や
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
犬
の
「
し
つ
け
」
で
お
困
り
の

方
はし

つ
け
は
、
人
と
犬
が
同
じ
社

会
で
共
生
す
る
上
で
重
要
な
こ
と

で
す
。
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
衛

生
推
進
課
〔
☎
０
２
４
２（
２９
）５
５

１
７
〕
で
は
、
定
期
的
に
犬
の
し
つ

け
方
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

生
活
環
境
課
環
境
推
進
班

☎（
２４
）５
２
６
１
ま
た
は
各
総
合

支
所
住
民
課

自
動
車
事
故
対
策
機
構
で
は
、

自
動
車
事
故
に
よ
る
被
害
者
の
方

に
対
し
、
交
通
遺
児
育
成
資
金
の

無
利
子
貸
付
や
重
度
後
遺
障
害
者

へ
の
介
護
料
の
支
給
を
実
施
し
て

い
ま
す
。 

 

◆
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付

○
対
象
…
自
動
車
事
故
が
原
因
で

死
亡
ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害
が

残
っ
た
方
の
子
で
、
中
学
校
卒
業

ま
で
の
方 

 

人
と
犬
が
共
に
仲
良
く
暮
ら
す

た
め
に
は
、
飼
い
主
が
責
任
を
持

ち
、
し
っ
か
り
と
し
た
し
つ
け
と
、

ご
近
所
か
ら
の
理
解
を
得
ら
れ
る

よ
う
な
気
配
り
が
大
切
で
す
。

◆
犬
は
「
つ
な
い
で
」
い
ま
す
か

散
歩
は
引
き
綱
を
付
け
て
行

い
、
逃
げ
出
さ
な
い
よ
う
に
注
意

し
、
夜
間
や
早
朝
を
問
わ
ず
犬
の

放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◆
犬
の
「
ふ
ん
」
は
適
切
に
処
理

し
て
い
ま
す
か

市
は
条
例
で
、
犬
の
「
ふ
ん
」

を
公
園
や
道
路
な
ど
の
公
共
の
場

所
に
放
置
し
た
り
、
そ
の
場
に
埋

め
た
り
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い

ま
す
。
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

◆
犬
の
「
鳴
き
声
」
が
ご
近
所
に

迷
惑
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
か

犬
の
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
に
つ
い

て

自
動
車
事
故
被
害
者
救
済
制
度

の
お
知
ら
せ

市
民
交
通
災
害
共
済

26
年
度

分
加
入
受
け
付
け
ス
タ
ー
ト

案

内

○
貸
付
金
額
…
一
時
金
１
５
５
０

０
０
円
、
毎
月
２
０
０
０
０
円

○
利
子
…
無
利
子 

 

○
貸
付
条
件
…
市
町
村
民
税
が
非

課
税
ま
た
は
均
等
割
の
み
課
税
な

ど 
 

◆
重
度
後
遺
障
害
者
へ
の
介
護
料

支
給 

 
 

○
対
象
…
自
動
車
事
故
に
よ
り

「
脳
」、「
脊
髄
」
ま
た
は
「
胸
腹
部

臓
器
」
に
重
度
の
後
遺
障
害
を
持

ち
、
自
賠
責
保
険
の
後
遺
障
害
等

級
が
次
に
該
当
す
る
方
。

Ⅰ
種（
常
時
要
介
護
）…
１
級
１
号

ま
た
は
２
号（
平
成
１４
年
３
月
３１

日
以
前
の
事
故
は
１
級
３
号
ま
た

は
４
号
）

Ⅱ
種（
随
時
要
介
護
）…
２
級
１
号

ま
た
は
２
号（
平
成
１４
年
３
月
３１

日
以
前
の
事
故
は
２
級
３
号
ま
た

は
４
号
）

○
支
給
額
…
特
Ⅰ
種（
最
重
度
）６

８
４
４
０
円
〜
１
３
６
８
８
０
円
、

Ⅰ
種（
常
時
要
介
護
）５
８
５
７
０

円
〜
１
０
８
０
０
０
円

Ⅱ
種（
随
時
要
介
護
）２
９
２
９
０

円
〜
５
４
０
０
０
円

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事

故
対
策
機
構
福
島
支
所
☎
０
２
４

（
５
２
２
）６
６
２
６
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４

（
５
２
２
）６
６
２
７

近
年
、
交
通
事
故
が
多
発
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
、
交

通
ル
ー
ル
を
守
ら
ず
に
生
活
す
れ

ば
、
死
亡
事
故
に
つ
な
が
る
よ
う

な
大
事
故
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

ま
た
、
市
民
交
通
災
害
共
済
で

は
、
交
通
事
故
だ
け
で
な
く
、
一

般
の
保
険
で
は
適
用
に
な
ら
な
い

自
転
車（
走
行
中
の
み
）に
よ
る
事

故
も
見
舞
金
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
も
し
も
の
交
通
事
故
に
備
え

て
、
ぜ
ひ
家
族
全
員
で
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

◆
加
入
資
格

市
民
の
方（
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
）※
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。

◆
掛
金

１
人
５
０
０
円（
１
年

間
）

◆
共
済
期
間

４
月
１
日
〜
２７
年

３
月
３１
日

※
中
途
加
入
の
方
は
、
受
け
付
け

の
翌
日
か
ら
有
効
と
な
り
ま
す
。

◆
共
済
見
舞
金（
通
院
期
間
は
治

療
実
日
数
）…
左
の
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◆
こ
ん
な
と
き
は
ど
う
な
る
の

Ｑ

自
転
車
で
走
行
中
転
倒
し
て

負
傷
し
た
場
合
、
見
舞
金
は

支
給
さ
れ
ま
す
か

Ａ
負
傷
し
た
場
合
、
見
舞
金
は
支

給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
支
給

額
は
入
院
通
院
日
数
に
関
わ

ら
ず
１０
等
級（
２
万
円
）と
な
り

ま
す
。

Ｑ

歩
行
中
に
転
ん
で
負
傷
し
た

場
合
で
も
見
舞
金
は
支
給
さ

れ
ま
す
か
。

問問

問問

申申



最低賃金件名 最低賃金額（円）
〔1時間〕

効力発生
年月日

福島県最低賃金（下記
の5産業を除く全産業） 675円 平成25年

10月6日

産
業
別
最
低
賃
金

非鉄金属製造業 789円 平成25年
12月18日

電子部品･デバイス･
電子回路、電気機
械器具、情報通信
機械器具製造業

741円 平成25年
12月7日

輸送用機械器具製
造業 776円 平成25年

12月27日

計量器･測定器･分
析機器･試験機･測
量機械器具･理化学
機械器具、時計･同
部品、眼鏡製造業

774円 平成25年
12月27日

自動車小売業 772円 平成25年
12月18日

福島県の最低賃金について
～使用者も労働者も必ずチェック

最低賃金～
　常用･臨時･パート･アルバイトなどの名
称にかかわらず、福島県内の事業場で働
くすべての労働者に適用されます。
 福島県労働局賃金室☎024（536）4604ま

たは最寄りの労働基準監督署

原子力損害賠償支援機講からのお知らせ
原子力賠償請求等に関する「無料個別相談会」

　東京電力福島原子力発電所事故により生じた損
害に関して、賠償手続きが進められていますが、
被害者の方々の多くは、損害賠償の請求・申立て
において様々な困難に直面していることから、原
子力損害賠償支援機講主催により、福島県内各会
場で、弁護士および行政書士による「無料個別相
談会」を開催します。
　相談料は無料ですので、請求手続きにおける不
明な点などお気軽にご相談ください。
◆日時　3月8日（土）13日（木）22日（土）27日（木）
◆時間　午前11時～午後6時
◆開催場所　会津労働福祉会館（2階）
会津若松市西栄町7-9　県立葵高北側
※事前予約制となっています。相談時間は、1時
間となります。
申 フリーダイヤル原子力損害賠償支援機構

☎0120（330）540

［電話受付時間　午前9時～午後5時］
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Ａ
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
歩
行
中
の

転
倒
や
階
段
で
の
転
倒
な
ど

は
交
通
事
故
で
な
い
た
め
、
支

給
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

◆
も
し
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き

は

交
通
事
故
証
明
書（
自
転
車

事
故
の
場
合
は
目
撃
者
証
明
書
）、

治
療
実
日
数
の
記
載
さ
れ
た
診
断

書
、
会
員
証
、
印
鑑
、
預
金
通
帳

を
準
備
し
て
、
生
活
環
境
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
住
民
課
で
請
求
と

な
り
ま
す
。

※
不
明
な
点
は
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
活
環
境
課

生
活
安
全
係

☎（
２４
）５
２
２
１
ま
た
は
各
総
合

支
所
住
民
課

問問

申申ふるさと納税（寄附）への

ご協力ありがとうございます

　今年度のふるさと納税（寄附）は、1月末
現在で76人の方から5,449,000円を寄附い
ただきました。
　寄附者の中には、昨年に引き続き、今
年も「喜多方市を応援したい」とのことで、
再度ご寄附いただいた方もいらっしゃい
ます。
　市では、寄附いただきました皆さんの
お気持ちに沿えるよう、大切に使わせて
いただきたいと考えています。
　今年度も引き続き「ふるさと喜多方」
に対するご支援をよろしくお願いします。
　寄附の受け付けは随時行っています。
※これまでの詳細および申し込み方法な
どは、市のホームページをご覧ください。
 企画政策課 過疎地域集落対策室

☎0241（24）5209、FAX0241（25）7073
Eメールseisaku@city.kitakata.fukushima.jp

問 問

問 問

問 問申 申

15ページの答え
答えは…
意味「（赤ちゃんが）人見知りする」
英訳「at the sight of（～を見て）」
例文「cry at the sight of a stranger.（人見知りして泣く）」
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日　時 場　所 相　談　員 予　約　先

行

政

12日（水）3月
午前10時

～正午

山都開発
センター

鈴木　俊子
行政相談委員

山都総合支所
住民課

☎（38）3825

13日（木）
午前 9時
～11時30分

高郷公民館
研修室

穴澤　松雄
行政相談委員

高郷総合支所
住民課

☎0241（44）2113

14日（金）
午後 1時

～ 4時

市保健
センター

小原　良一
行政相談委員

生活環境課
☎（24）5221

20日（木）
午前 9時

～正午

熱塩加納保健
福祉センター
（夢の森）

横山　憲一
行政相談委員

熱塩加納総合支所
住民課

☎ （36）2113

人

権

13日（木）3月
午後 1時

～ 4時

市保健
センター

丸山　キミ
花見　俊春
人権擁護委員

生活環境課
☎（24）5221

法

律

28日（金）3月
午前10時
～午後 3時

市保健
センター

船木　義男
弁護士

生活環境課
☎（24）5221消

費
生
活

12日（水）3月
 27日（木）

午前10時
～午後 3時

市保健
センター

横島　裕子
消費生活相談員

健

康

相

談

6日（木）3月
午前 9時30分
～10時30分

カイギュウランド
たかさと

　赤ちゃんから高齢者まで、健
康・栄養・運動・育児等につい
て保健師・栄養士が個別相談
に応じます。気軽にご利用くだ
さい。
　なお、喜多方市保健センター
で相談を希望される方のみ、事
前の電話予約（保健課健康班☎
（24）5223）をお願いします。

10日（月）
午前 9時30分
～10時30分

市保健
センター

11日（火）
午前 9時30分
～10時30分

塩川保健
福祉センター

11日（火）
午前 9時30分
～10時30分

山都保健
センター

26日（水）
午前 9時30分
～10時30分

熱塩加納保健
福祉センター
（夢の森）

休日 病院・医院名（ ）内は所在地

3月
9日
（日）

有隣病院（松山町）
☎（24）5021

16日
（日）

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

21日
（金）

会津医療センター（会津若松市）
☎0242（75）2100

23日
（日）

小野病院（新町）
☎（22）0414

30日
（日）

有隣病院（松山町）
☎（24）5021

3月
9日
（日）

手代木医院（上町東）
☎（22）0034

16日
（日）

鳴瀬病院（西四ツ谷）
☎（24）3333

21日
（金）

福田耳鼻咽喉科醫院（西四ツ谷）
☎（24）4187

23日
（日）

藤井医院（清水台）
☎（23）0023

30日
（日）

みつはし医院（上高額）
☎（21）1311

月 日 献血時間 会　　場

3月
12日
（水）

午前 9時30分
～11時30分

午後 1時
～ 4時30分

市保健
センター

街頭献血にご協力を！

市では、次により無料の相談業務を行っています。相談を希
望される方は電話予約をお願いします。予約は3月3日（月）午前
8時30分から受け付けます。
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4　　喜多方市美術館からのご案内

図書館イベント案内

□おはなしドライブ　3月2日（日）、9日（日）
　16日（日）、23日（日）　午前11時～11時30分
□すずの音会　おはなしかいスペシャル
　3月30日（日）　午前11時～11時50分
□ちっちゃなおはなしかい　
　3月20日（木）　午前11時～11時20分
□ユニットおりがみ教室
　3月29日（土）　午前10時～11時30分

新刊案内（一部）

特別図書整理期間についてのお知らせ
　4月1日（火）～4月5日（土）までの5日間は、特別
図書整理期間につき休館となります。そのため、
3月18日（火）～3月30日（日）の間に貸し出された本
は、貸出期間が3週間になりますので、この機会
に多くの本と出会ってください。

 ◆開館時間
 ○火～金曜日………午前9時30分～午後7時
 ○土･日･祝日…午前9時30分～午後5時30分
 ◆休  館  日 3月3日（月）、10日（月）、17日（月）
　 24日（月）、31日（月）
 問 喜多方市立図書館☎（22）1855問 問

一般図書
・世界一わかりやすいロケットのはなし 村沢　譲
・日本の吹奏楽史 戸ノ下　達也
・筆跡鑑定入門 魚住　和晃
・ラファエル前派の世界 平松　洋
・少女たちの19世紀 脇　明子
・路上のストライカー マイケル・ウィリアムズ
・峠越え 伊東　潤
・ターミナルタウン 三崎　亜記
・舞台 西　加奈子

・ふえる人口へる人口 鬼頭　宏
・うんこはごちそう 伊沢　正名
・たべものくらべっこえほん 高岡　昌江
・異常気象の大研究 三上　岳彦
・ウサギおたすけレース ルーシー・ダニエルズ
・いすおばけぐるぐるんぼー 角野　栄子
・にげだした王さま 宮下　すずか
・だるまなんだ 丸山　誠司
・すずのへいたいさん いもと　ようこ

児童図書

市役所本庁舎内「法務局証明サービス
センター」をご利用ください

福島地方法務局若松支局では、市役所本庁
舎に法務局証明サービスセンターを開設して
います。
◆場所　喜多方市役所本庁舎B棟1階
◆開設時間　午前9時～正午、午後1時～4時（祝
日を除く月～金曜日）
◆内容　タッチパネル型請求機で証明書が取
得できます。
○全国の土地、建物および会社・法人の登
　記事項証明書
○全国の会社・法人の代表者事項証明書
○会社・法人の印鑑証明書
※なお、要約書および地図・図面等の交付は
行っていません。2月からインターネットに
より交付請求された証明書を取り扱う、オ
ンライン交付請求の試行運用を開始しまし
た。詳しくは、法務省民事局のホームペー
ジをご覧いただくか、お尋ねください。
http://www.moj.go.jp/MINJI/
 福島地方法務局若松支局 ☎0242（27）1501問 問

第19回2013公募:ふるさとの風景展in喜多方

描く人それぞれの「ふる
さとの風景」をテーマとし
た作品を全国から募り、応
募された点数は合計149点
です。その中から招待作品
を含め入選・入賞をはたし
た作品58点を紹介します。
◆会期 　　3月1日（土）～23日（日）
◆開館時間　午前10時～午後6時
　　　　　（最終入館5時30分まで）
◆休館日　　毎週水曜日
◆観覧料　　一　　　　般 300円（250円）
　　　　　高校・大学生 200円（150円）
　　　　　小・中 学 生 100円（  80円）
　　　　　（　）は20人以上の団体料金
※3月1日午後3時から美術館学芸員によるギャ
ラリートークを開催します。
問 喜多方市美術館☎（23）0404

大賞　 渡邉　里絵香
ミントティー覗くきょうだい

問問
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（
平
成
２６
年
３
月
発
行
）

喜
多
方
市
総
務
部
総
務
課

表表表表表表表表表表表表表表表表表表表
紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙
のののののののの
写写写写写写写写写写写写写
真真真真真真真真真真真真真真真

表
紙
の
写
真

16,958世帯

50,284人

23,789人

26,495人

33人

70人

　5 9人

　7 4人

喜多方市の人口
（平成26年1月1日現在）

※国勢調査をもとに、その後の出生、死
亡、転入、転出の数を加減して算出した
「福島県の推計人口」の数値を掲載して
います。

示
現
寺
は
、平
安
時
代
の
大
同
２
年（
８
０
７
）真
言
宗
の
僧

空
海
に
よ
り
開
基
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
が
、
南
北
朝
期
に

僧
源
翁
に
よ
り
再
興
さ
れ
、曹
洞
宗
へ
と
改
宗
さ
れ
ま
し
た
。

寺
に
は
数
多
く
の
寺
宝
が
所
蔵
さ
れ
、
古
文
書
類
も
膨
大

な
数
に
の
ぼ
り
ま
す
。中
で
も
再
興
以
後
、
曹
洞
宗
時
代
の一
紙

文
書
は
「
示
現
寺
文
書
」
と
し
て
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。そ
の
内
訳
は
中
世
文
書
が
11
通
、
近
世
文
書
が
７
通

で
す
。

内
容
を
み
て
み
る
と
、中
世
文
書
は
南
北
朝
時
代
の
貞
和
４

年（
１
３
４
８
）か
ら
足
利
時
代
の
天
文
23
年（
１
５
５
４
）の
も

の
で
、
示
現
寺
に
関
す
る
も
の
、
会
津
領
主
葦
名
氏
関
連
の
も

の
、葦
名
一
族
で
あ
る
三
浦
氏
に
関
す
る
も
の
、示
現
寺
と
地
域

の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

近
世
文
書
は
天
正
11
年
（
１
５
８
３
）
か
ら
江
戸
時
代
の
寛

永
20
年（
１
６
４
３
）ま
で
の
も
の
で
、
蒲
生
氏
郷
や
保
科
正
之

の
寺
領
寄
進
文
書
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
文
書
は
保
存
状
態
も
良
好
で
、
示
現
寺
に
つ
い
て

は
も
ち
ろ
ん
、中
世
葦
名
氏
の
歴
史
を
知
る
上
で
も
非
常
に
貴

重
な
古
文
書
群
で
す
。

■
所
在
地

示
現
寺

喜
多
方
市
熱
塩
加
納
町
熱
塩
字
熱
塩
甲
７
９
５

☎（
36
）２
０
３
１

問
文
化
課

文
化
振
興
班

☎（
24
）３
８
２
１

県重文【熱塩加納町】18通

じ じ もん じょげん

示現寺文書示現寺文書

問問
げ
ん
の
う

い
っ
し

じ
ょ
う
わ

て
ん
ぶ
ん

あ
し

な

が 

も
う
う
じ
さ
と

ほ
し
な

ま
さ
ゆ
き

も
ん
じ
ょ

▲

奥
州
管
領
吉
良
貞
家
・
畠
山
国
氏
連
署
推
挙
状

〔
貞
和
４
年（
１
３
４
８
）〕

２
月
16
日
に
蔵
の
里
で
開
催
さ
れ
た

「
瓜
生
岩
子
刀
自
顕
彰
茶
会
」
の
宗
偏
流

喜
多
方
支
部
の
皆
さ
ま
で
す
。
支
部
長
の

田
部
宗
芳
氏
よ
り
、
お
客
さ
ま
へ
茶
の
心

『
和・敬・清・寂
』
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

同
じ
場
所
で
「
ひ
な
の
蔵
め
ぐ
り
」
の

雛
壇
も
展
示
さ
れ
て
い
て
、
清
楚
な
お
顔

の
お
内
裏
さ
ま
と
お
雛
さ
ま
が
、
な
ご
や

か
な
お
茶
会
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。


